






プレスリリース	2021年11月17日

タイカンGTSモデル: 
NEDC: 電力消費量（複合） 26.0～25.9 kWh/100 km、CO2排出量（複合）0 g/km

WLTP: 電力消費量（複合） 24.1～20.3 kWh/100 km、CO2排出量（複合）0 g/km
電気航続距離（複合）: 424～504 km、電気航続距離（市街地）: 524～625 km

プレスリリース	2021年11月17日

新しいモーター、新しいボディバリエーション、革新的なサンシャインコントロール付きパノラマルーフ
航続距離500 km（WLTP準拠）を超えた初めてのタイカン – 新型GTS

シュトゥットガルト/ロサンゼルス発GTSは、Gran Turismo Sportを意味します。1963年のポルシェ904カレラGTS以来、この3文字はポルシェファンの間で特別な名声を得てきました。そしてついに、この伝説的な頭文字のついた派生モデルが、すべてのモデルシリーズに揃うことになりました。LAオートショー（2021年11月19～28日）において、ポルシェはGTSの称号を与えられた新バージョンの電動スポーツカーを発表します。この新しいスポーツモデルは、最長航続距離504 km（WLTP準拠）を達成。タイカンとして初めて500 kmの大台を突破しました。

モデルレンジにおけるタイカンGTSの位置づけは、スポーティなオールラウンダーです。その大きな魅力は、ローンチコントロール使用時で最大440 kW（598 PS）を生み出すオーバーブースト出力です。シャシー、およびオプションのリアアクスルステアリングはGTS専用にチューニングされています。エクステリアとインテリアは独自のデザインです。

さらにLAオートショーでは、タイカンGTSスポーツツーリスモが同時デビュー。これは、ポルシェ初のフル電動モデルシリーズとしては3番目のボディバージョンです。このニューモデルは、リアへ向かって下降するルーフラインに加え、スポーティなシルエットをタイカンクロスツーリスモと共有しています。また、容量1,200リッターの機能的なラゲッジコンパートメントがテールゲートの下に用意されていることも、共通点です。

タイカンGTSとタイカンGTSスポーツツーリスモの販売価格はそれぞれ、13万1,834ユーロと13万2,786ユーロからとなります（データはドイツでの価格。19パーセントの付加価値税と国別装備を含む）。2つのモデルバリエーションは、2022年春に欧州のディーラーに配車される予定です。スポーツツーリスモに関しては、今後、さらなるバリエーションの登場が予定されています。

「2019年のワールドプレミア以来、タイカンのモデルプログラムは常に拡大しています。3種類のボディバリエーションと最大5種類のモーター仕様は、すべての人に何かをもたらします」とタイカンモデルシリーズの責任者ケビン・ギークは言います。「とりわけ、伝説的な頭文字GTSの名が付いたタイカンが登場したのは嬉しいことです。このモデルは、タイカン4Sとタイカンターボ派生モデルの中間に位置しています。つまり、この新しいタイカンはスポーツカーとしてもっとも合理的なモデルなのです」。

タイカンGTSの新しいオプション装備として、サンシャインコントロール付きパノラマルーフがあります。電気でオン/オフが可能な液晶フィルムにより、透明と不透明に切り替えることができます。これによって乗員は眩しさから保護されます。しかし、車内が暗くなることはありません。このルーフは9つのセグメントに分けられ、それぞれ個別に切り替えることができます。自動車分野にこの技術が導入されたのは世界で初めてです。同時に、このサンシャインコントロール付きパノラマルーフは、通常のガラスルーフよりも熱に対して優れた保護作用を有しています。

タイカンGTS: ターボ派生モデル以外ではもっともスポーティなモデル
ポルシェは、このGTSモデルによってスポーツ性を特に重視しつつ、同時に日常利便性も諦めたくないというターゲットグループの要求を満たします。タイカンGTSは、2基の電気モーターをフロントアクスルとリアアクスルに搭載し四輪駆動を標準仕様としています。電気モーターはタイカンターボモデルのユニットと同じものが採用され、GTS専用にチューニングされています。

GTSはタイカンでもっとも若い世代の代表として、駆動面でもとりわけ効率的な戦略によって走行します。つまり、走行モード「ノーマル」と「レンジ」では、部分負荷領域でフロントの電気モーターがほぼ完全に切り離され、無通電状態になります。セーリング時や停止時には、両アクスルに駆動トルクは伝えられません。この電気的フリーホイールにより、引きずり損失が抑制されます。他のタイカン派生モデルでは、新しいモデルイヤーに合わせてこの技術的措置が導入されています。これにより、実際の行動半径が広がります。

ローンチコントロールを使用した場合、GTSは最大440 kW（598 PS）のオーバーブースト出力を発揮します。2つのバリエーションとも、停止から100 km/hへの加速を3.7秒以内で達成します。最高速度はどちらも250 km/hです。総容量93.4 kWを備える標準装備のパフォーマンスバッテリープラスは、最大504 kmの航続距離を可能にします（WLTP準拠）。回生性能は最大275 kWです。

ポルシェアクティブサスペンションマネージメント（PASM）を含むアダプティブエアサスペンションは、GTS専用にチューニングされています。これにより、横方向ダイナミクスが向上しています。オプションのリアアクスルステアリングもさらにスポーティな設定となっています。改良されたポルシェエレクトリックスポーツサウンドは、その力強いサウンドによって新型GTSモデルの特徴を際立たせます。 

必須のストップウォッチの他に、スポーツクロノパッケージが標準装備されています。GTマルチファンクションスポーツステアリングホイールに組み込まれているモードスイッチで、走行モード（レンジ、ノーマル、スポーツ、スポーツプラス、インディビジュアル）を選択できます。他のタイカンモデルと比べると、スポーツモードはより一層ダイナミックな設定になっています。 

エクステリアでは、例えばフロントエプロン、ドアミラーベース、あるいはサイドウィンドウトリムなどに、GTSらしいブラックまたはダークのディテールが施されています。さらに、新型タイカンには、独自デザインのフロントエプロンとサイドスカートを含むスポーツデザインパッケージも装備されます。ポルシェダイナミックライトシステムプラス（PDLSプラス）を含む標準装備のLEDメインヘッドライトでは、デイタイムランニングライトのカバーがマットブラックで仕上げられ、3D回路基板グラフィックを有しています。 

フィンデザインのリアディフューザーは、タイカンターボモデルのコンポーネントと同じ形状です。GTSでは、サイドスカートとリアディフューザーのインレイがブラックハイグロス仕上げになっています。標準装備の20インチタイカンターボSエアロデザインホイールは、シルキーグロスブラックで塗装。オプションでは、新しいRSスパイダーデザインの21インチホイールがGTS専用に用意され、同様にシルキーグロスブラックで塗装されます。

インテリアも独自のデザインです。ブラックのRace-Texを広範囲に使用することで、ブラックアルマイト処理された標準装備のブラッシュアルミニウムインテリアパッケージと同様に、ダイナミックエレガンスの雰囲気がさらに強調されています。標準装備のフロントアダプティブスポーツシートプラスの魅力は、スポーティなサイドサポートと長距離快適性が両立していることです。このシートは18-way電動調整式で、メモリー機能も提供しています。 

オプションで、GTSインテリアパッケージが用意されています。ここでは、ステアリングホイールカバー、センターコンソールのサイドの装飾エレメント、ドアの装飾面がマットカーボン仕様になっています。多くのステッチにコントラストカラーが採用され（カーマインレッドかチョークを選択）、ダッシュボード、ドアパネル、ステアリングホイールのリム、シートを彩っています。

タイカンスポーツツーリスモ: スポーツセダンとクロスツーリスモの長所を兼ね備える
タイカンスポーツツーリスモによって、このモデルシリーズのボディバリエーションは全部で3種類になりました。タイカンクロスツーリスモと同様に、この新しい派生モデルは日常利便性を確保しつつ、タイカンスポーツセダンの「オンロード」パフォーマンスも諦めたくないという人を対象にしています。タイカンスポーツツーリスモシリーズの最初のメンバーとして、まずGTSが発売されます。

タイカンスポーツツーリスモは、リアに向かって下降するルーフラインのスポーティなシルエットと機能的フォーマットをタイカンクロスツ－リスモと共有しています。リアのヘッドルームもタイカンスポーツツーリスモのサイズより45ミリ以上大きく、大型テールゲートの下には1,200リッターを上回る容量のラゲッジコンパートメントがあります。しかし、タイカンスポーツツーリスモでは、オフロードデザインエレメントが省略されました。 

スポーツツーリスモは、特殊なリアキャリアを使って最大3台の自転車を運搬できます。このキャリアの操作は簡単で、コンパクトに折りたたむことができます。自転車を積んだ状態でもテールゲートの開閉が可能です。さらに、タイカンの3種類すべてのボディバージョンのために、ポルシェテクイップメントはルーフボックスも提供します。その中には、高速走行用に実証試験されたパフォーマンスモデルも含まれています。 
サンシャインコントロール付きパノラマルーフ: タップするだけで透明と不透明を切り替え
ハイライトとして、インテリジェントな電気的グレア保護機能を備えるサンシャインコントロール付きパノラマルーフがあります。自動車分野で導入されるのは今回が初めてです。大きなガラス表面が全部で9面に分割されており、それぞれ個別に制御できます。これにより、ルーフ全体が透明か不透明に切り替えられるばかりでなく、個々のセグメントやパターンでも切り替えが可能です。ルーフを不透明にしても、車内は光でいっぱいに満たされます。この新しい技術により、明るさはまったく低下しないからです。「サンシャインコントロール」機能によって眩惑が防止されるため、基本ルーフよりも大幅に光を取り込んで明るくすることが可能になりました。車内には2倍の光が取り込まれます。

PDLC技術（Polymer Dispersed Liquid Cristal: 高分子分散型液晶）では、液晶入りのフィルムが使用されています。電気的接点を介して、液晶に電流が流れます。わずかな交流電圧によって液晶はミリ秒単位で一定の形に整列し、ウィンドウガラスは透明になります。これに対して、ガラスに電流が供給されなくなると、液晶は無秩序な状態になります。その結果、ガラスが不透明になります。操作は、最初にタッチコントロールパネルで機能を選択してから、中央のインフォテインメントディスプレイで行います。

「クリア」と「マット」の2つの設定以外に、「セミ」と「ボールド」を選択することもできます。これらは、狭いセグメントまたは広いセグメントを持つデフォルトのパターンになります。さらに、動的な「ローラブラインドモーション」も可能です。ディスプレイ上のルーフ表示を指でタッチすると、該当する個々のセグメントの切り替えシーケンスが作動します。車両が停止すると、ガラスは自動的に不透明な状態に切り替わります。また、次回のスタートのために、前回のルーフ設定が保存されます。 

この革新的なサンシャインコントロール付きパノラマルーフは、多層構造になっています。透明な状態でも熱輻射は効果的にシールドされるため、熱に対する保護性能は機械式ローラブラインドや従来のガラスルーフよりも優れています。ヴァイザッハのポルシェ開発センターの太陽光シミュレーション室での測定によれば、車内にはわずか15パーセントの熱しか入り込まないことが判明しています。従来のルーフでは、30パーセント以上でした。

重要データと装備の詳細
[bookmark: _Toc62727945][bookmark: _Toc65743525]タイカンGTSの2つのバリエーションの概要
ボディ:
· [bookmark: _Ref83903911]ポルシェタイカンGTS: 長さ/幅/高さ: 4,963/1,966[footnoteRef:1]/1,381 mm、ホイールベース: 2,900 mm、ラゲッジコンパートメント容量（フロント/リア）: 84/407リッター、cd値: 0.22以降、空車重量（DIN）: 2,295 kg [1:  ミラーを含む: 2,144 mm] 

· ポルシェタイカンGTSスポーツツーリスモ: 長さ/幅/高さ: 4,963/1,9661/1,391 mm、ホイールベース: 2,900 mm、ラゲッジコンパートメント容量（フロント/リア/リアシートベンチを折りたたんだ状態）: 84/446/1,212リッター、cd値: 0.25以降、空車重量（DIN）: 2,310 kg

駆動系統:
出力: 380 kW（517 PS）、ローンチコントロール使用時のオーバーブースト出力: 440 kW（598 PS）、ポルシェ トラクション・マネージメント（PTM）付き四輪駆動、総容量93.4 kWhのパフォーマンスバッテリープラス 

消費電力と後続距離:
· ポルシェタイカンGTS: 消費電力（複合）25.9 kWh/100 km（NEDC準拠）、23.3～20.3 kWh/100 km（WLTP準拠）、航続距離（WLTP準拠）439～504 km
· ポルシェタイカンGTSスポーツツーリスモ: 消費電力（複合）26.0 kWh/100 km（NEDC準拠）、24.1～21.0 kWh/100 km（WLTP準拠）、航続距離（WLTP準拠）424～490 km

走行性能:
0～100 km/hの加速: 3.7秒、最高速度: 250 km/h

シャシー：
ポルシェ アクティブサスペンション マネージメント（PASM）およびスマートリフト機能を含むアダプティブエアサスペンション、20インチタイカンターボSエアロホイール、ブレーキシステム: 鋳鉄ブレーキ、ホイール径（フロント/リア）: 390/358 mm、ピストン数（フロント/リア）: 6/4、ブレーキキャリパー: レッド

エクステリア装備（抜粋）:
ポルシェ ダイナミックライトシステムプラス（PDLSプラス）を含むダークティンテッドLEDマトリックスメインヘッドライト、スポーツデザインフロントエプロン、ブラックハイグロスのインレイ付きスポーツデザインサイドシル、ブラックグレインのミラーベースを含むエクステリアカラー同色ドアミラーアンダーシェル、ブラックハイグロス塗装のインレイ付きフィンデザインのリアディフューザー、ブラックハイグロスのサイドウィンドウトリム、テールゲートのモデル名（マットブラック）、ブラックのポルシェロゴ入りライトストリップ

インテリア装備（抜粋）:
高さおよび前後方向の電動調整機能を含むメモリーパッケージ付きアダプティブスポーツシート（18-way、電動式）、フロントおよびリアのシートヒーター、Race-Texエリア付きレザー、ブラックのブラッシュアルミニウムインテリアパッケージ、ブラックのアクセントパッケージ、Race-Tex製ヘッドライナー、Race-Tex製GTマルチファンクションスポーツステアリングホイールおよびモードスイッチを含むスポーツクロノパッケージ、ブラックのブラッシュアルミニウム製ドアステップガード、サウンドパッケージプラス



以下のポルシェニュースルームでその他の情報および動画や写真をご覧いただけます。newsroom.porsche.de



表示されている燃料消費量および排出量の値は、法律で定められた測定方法に従って算出されたものです。ポルシェが提供するすべての新車は、WLTPに準じて型式認証されているため、表示されているNEDC値は、WLTP値から換算されています。

公式の燃料消費値および公式の特定CO2排出値に関する詳細情報は、すべての販売店およびDATで無料で配布されている「新型乗用車の燃消、CO2排出、および消費電力のガイド」をご覧ください。
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